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数
理
的
研
究
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は
じ
め
に

前
々
回
の
本
誌
展
望
「
数
理
的
研
究」
ご
九
九
二
-|一

九
九
三
年
分)
で 、
伊

藤
雅
光
氏
は 、
数
理
的
研
究
の
分
野
の
流
れ
を 、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
利
用
と
い
う

観
点
か
ら
大
き
く

三
つ
に
分
け
た 。

第一
期

大
型
計
算
機
導
入
以
前

第
二
期

大
型
計
算
機
の
全
盛
期

数理的研究

一
九
六
0
年
代
半
ば
以
前

一
九
六
0
年
代
半
ば
1一

九
八
0
年

代
半
ば

第
三
期
パ
ソ
コ
ン
の
全
盛
期

一
九
八
0
年
代
半
ば
1

現
在

現
在 、
我
々
は 、
第
四
期
に
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

第
四
期

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

の
普
及
一
九
九
0
年
代
半
ば
1

現
在

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
う
研
究
が
数
理
的
研
究
な
の
で
は
な
い
が 、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
側
の
事
情
が 、
数
理
的
研
究
の
在
り

様
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
も
ま

た 、
事
実
で
あ
る 。
本
稿
で
は 、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

で
検
索
で
き
る
よ
う
に 、

各
項
目
に
で
き
る
だ
け
U
R
L
ア
ド
レ
ス
を
つ
け
る
よ
う
に
す
る 。
紙
面
が
多

少
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い 。

丸

山

直

子

数
理
的
研
究
の
分
野
別
分
布

数
理
的
研
究
は 、
そ
の
分
野
が
多
岐
に
わ
た
る 。
は
じ
め
に 、
水
谷
静
夫「
数

理
的
研
究」(『
国
語
学
の
五
十
年』
平
7・5)
と
伊
藤
雅
光「
数
理
的
研
究」(『
国

語
学』
問 、
平
6
・
6)
に
な
ら
っ
て 、
そ
れ
ら
と
比
較
し
な
が
ら 、
今
期
の
数

理
的
研
究
の
分
野
別
分
布
を
概
観
す
る 。

水
谷
氏
の
「
数
理
的
研
究」
に
は 、
計
量
国
語
学
会
(
Z
8・\\
者宅老・
帥nnm­

nyzr可O'C・
R・
5\
ヨ国門yt--コ岡\)
の
機
関
誌
『
計
量
国
語
学』
の一
九
九
三
年

ま
で
の
主
題
別
分
布
が
載
っ
て
い
る 。
そ
れ
に
よ
る
と 、
計
量
国
語
学
会
の
設

立
年
で
あ
る一
九
五
七
年
か
ら一
九
九
三
年
ま
で
で 、
最
も
記
事
数
の
多
い
分

野
が
用
語・
語
業
(
削
%) 、
二
番
目
が
方
法
・

技
法 、
文
体
・

文
章(
共
に
山

%)
で
あ
る 。
し
か
し 、
そ
の
中
の
最
後
の
期
間
で
あ
る一
九
九一
年
か
ら一
九

九
三
年
に
お
い
て 、
最
も
多
か
っ
た
の
は
文
法(
制
%) 、
二
番
目
が
用
語
・

語

集(
川
%) 、
三
番
目
は
文
字
・

表
記 、
意
味(
共
に

山
%)
で
あ
っ
た 。
本
展
望

の
対
象
年
で
あ
る一
九
九
六
年
度
と一
九
九
七
年
度
が
ど
の
よ
う
な
分
布
に
な

っ
て
い
る
か 、
さ
ら
に 、
つ
な
ぎ
の
部
分
を
見
る
た
め
に 、
こ
こ
五
年
間
の
数

は
ど
う
か 、
を
調
査
し
た
の
が 、
表
ー

で
あ
る 。
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の多比 ↑育機言情言方社心行文意文用文音計方総
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語 言少的 索訳理論育 語語理文 語表音言技
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のいでで 」

で 昇 見あ の
ー翌3負49 1 1 2 5 3 5 11 4 10 5 1 1 :τ主要え も 、 語 ) ニ
て多文会 年- 掴
言 か を 論 l∞0 2.0 2.0 4.1 10.2 6.1 10.2 22.4 8.2 20.4 10.2 2.0 2.0 克 哩 夫 妻語 つ 酬関

処た 、 係 正
巳ヨ理が z: ' の

主主?長18 2 1  1 32 1 33 1 1 8 2 主 主め に 表 面開 ) 
る な 司 ・ 年-
こ つ の 文 小間九

lωo Il.l 5.6 5.6 16.711.1 5.6 16.716.7 5.6 5.6 % と て分章
は い野論
し る カfカt

表
-

分
野

な
か
っ

た。
計
量
国

語
学
会
大

会
の
口
頭
発

表
の

分
布
は

、
こ
こ
二
年

間
で

、

文
字・
表
記

、
文
法
が

共
に
幻
%

、
用
語・
語
紫

、
文
体・
文
章
が

共
に
削
%

と
な

っ
て

い
る。

次
に

、
言
語
処
理
学
会
(
Z
ZH\\
若者
宅-r
吉丹市nv
R
5\コ
ザ\)
の
年
次
大

会
に
お
け
る
発

表
の
件

数
を

、セ
ッ
シ
ョ
ン
名
を

分
野
名
と
捉
え
て
列
挙
す
る。

伊
藤
氏
の
「

数
理
的
研
究」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る

、
情
報
処
理
学
会
の
内
部

研

究
会
「
自
然

言
語
処
理
研
究

会」
P
EH\\
2
2
5・白
Et
E
E・
R・
5\凹
g弓\

三
2
3\
ω-c
zF
ご
邑
2・
Z
ヨ一)
の一
九
九一
年
か
ら一
九
九
三
年
の

分
野
別

分
布
と
合
わ
せ
て

表
に
ま
と
め

た。
本
展
望
の
対
象
と

な
る
の
は

、
言
語
処
理

学
会
の
第
3
回
年
次
大

会
(
%
年
度)
と
第
4
回
年
次
大

会
(
幻
年
度)

で
あ
る

が
、

四
年
前
に

で
き

た
新
し

い
学
会
な

の
で

、
第
1

回
年
次
大

会
か
ら
の

分
布

を
掲
載
す
る。
セ
ッ
シ
ョ
ン
名
は

、
年
ご
と
に
異

な
っ
て
お
り
、

紙
幅
の

関
係

で
、

似
て

い
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
名
は
ま
と
め
て

記
し

た。

表
2

言
語
処
理
学
会
年
次
大
会(
第
l
回l
第
4

回)
の
分
野

付

自
然

言
語
処
理
研
究

会(
旧
年
度1
凶
年
度)
の

分
野

分
野

引
年
度l
回
年
度

第
l

回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ツ
1

ル

9

処
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

辞
書

語
象

概
念

解
析

、
頑
健

な
解
析

形
態
素

解
析(
Z1m
g
g)

構
文
解
析

、
統

語
解
析

文
法

意
味
解
析

12 40 1 35 13 

5 11 13 15 7 
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数理的研究

意
味
分
析

構
文
意
味
解
析

談
話
解
析

文
脈
処
理

お

文
生
成(
認
知
モ
デ
ル)

H

機
械
翻
訳

お

情
報
の
抽
出(・
整
理)

H

情
報
検
索

4

文
書
ク
ラ
ス
タ
リン
グ・
構
造
化

文
書
要
約

要
約・
対
話

対
話
シ
ス
テ
ム

日

対
話
理
解

対
話 、
談
話

時
間・
視
覚

マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア

コ
ーパ

ス

コ
ーパ

ス
に
基
づ
く

談
話・
対
話
研
究

コ
ーパ

ス・
言
語
分
析

言
語
分
析

1

言
語
学
応
用

立臼古田'

4

会
議
報
告

6

パ
ネ
ル
発
表 、
ポ
ス
タ
ー

発
表

叩

8

M

幻

計

m

児

問

凶

川

表
2
を
見
る
と 、
「コ
ー

パ
ス」
の
セ
ッ
ショ
ン
の
発
表
件
数
が
多い
こ
と
が

目
立
つ 。
表
に
は
記
し
て
い
な
い
が 、
第
3
回
と
第
4
回
は 、
「コ
ーパ

ス」
の

8 7 

6 

13 

13 3 

14 4 

12 

15 

5 

6 

12 

4 9 

25 

29 4 

11 

6 

8 14 6 

セ
ッ
ショ
ン
が 、
さ
ら
に
細か
く
主
題
別
に
分
か
れ
て
い
た 。
第
3
回
は 、
設

計
構
築 、
知
識
抽
出 、
言
語
分
析 、
共
起
関
係
の
四
つ 、
第
4
回
は 、
「コ
ーパ

ス
に
基
づ
く

談
話・
対
話
研
究」
の
中
が 、
コ
ーパ

ス・
理
論 、
対
話
現
象
の

分
析 、
非
言
語
情
報
の
利
用
と
い
う
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た 。
第
3
回
も
第
4

回
も 、
特
別セ
ッ
シ
ョ
ン
と
銘
打っ
て 、
幅
広
くコ
ー

パ
ス
関
係
の
研
究
を
募

っ
た
と
い
う
こ
と
も
背
景
に
あ
る 。「
情
報
検
索・
情
報
抽
出」
も
増
え
て
い
る 。

『
計
量
国
語
学」
で 、
一
時
現
れ
消
え
た
も
の
で
あ
る(
前
述
水
谷
氏の「
数
理
的

研
究」
に
よ
る
と 、
一

九
六
五

一

九
八
四
年
の
聞
に
現
れ 、

そ
の
前
後
に
は
な
い)

。

イ
ン
タ
ー

ネッ
ト

の
普
及
で 、
新
た
な
情
報
検
索が
求
め
ら
れ 、
研
究
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る 。
対
話・
談
話
も
少
し
前
か
ら
重
要
な
テ
ーマ

に
なっ
て
い
る 。

機
械
翻
訳
に
関
し
て
も
相
変
わ
ら
ず一
定
の
数
の
発
表
が
行
わ
れ
て
い
る 。
機

械
翻
訳
も 、
イ
ン
タ
ー

ネッ
ト

の
普
及
に
よ
り 、

再
び
注
目さ
れ
て
い
る
分
野

で
あ
る 。

5 8 6 5 8 14 18 

辞
書
と
コ
ー

パ
ス
(
語
の
デ
1

夕 、

文
章
・

談
話
の
デ
|

夕) 、

及
び
言
語
処
理
ツ
l

ル

言
語
処
理
学
会
第
3
回
年
次
大
会(
平
8・
3)
で 、
佐
野
洋
氏
が 、
「
文
系

研
究
者
の
た
め
の
言
語
処
理
ツ
1

ル
と
デ
ー

タ
ベ
ー

ス」
と
題
し
た
チュ
ー
ト

リ
ア
ル
を
行っ
た 。
そ
の
中
で 、
言
語
処
理
ツ
l

ル
と
し
て
は 、

-
〉
当町内
や

PE
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
(
Z
晋\\}
吉岡
E
官・

宮ユ
gヨ\)

-
中
野
洋『パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
日
本
語
研
究
入
門

||語集と文字」
(
笠
間
書
院 、

平
8-
m)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
日
本
語
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
集(M
C
L)

-
形
態
素
解
析ツ
1

ル』ZB田口(
京
都
大)
・

茶
笑(
奈
良
先
端
大)
(
Z
晋\\

22
5・包2
EE・
R-芯\}白『\ロロ\n
E8ロ-Z5一)

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る 。
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
と
し
て
は 、
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-
E
D
R
辞
書

・
I
P
A
L
辞
書

-
B
S
D
A
T
A
(
勉
誠
社
内)

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る 。
E
D
R
辞
書
は 、
日
本
電
子
化
辞
書
研
究
所(E
D

R)(
宮
宥\\
若君君
主コ2・
2・5\
包「\』15己
Z
Zヨ一)
に
お
い
て一
九
八
六
年

か
ら一
九
九
四
年
ま
で
の
九
年
間の
プ
ロ
ジェ
ク
ト

で
開
発
さ
れ
た
辞
書
で
あ

る
が 、
日
本
語
単
語
辞
書
お
万
語 、
概
念
辞
書
刊
万
概
念
な
ど 、
大
規
模
な
辞

書
で
あ
る 。
今
も
な
お
改
良
が
続
け
ら
れ
て
い
る 。
I
P
A
L
辞
書
は 、
情
報

処
理
振
興
事
業
協
会(I
P
A)
技
術セ
ン
タ
ー
I
P
A
L
グ
ル
ー

プ(F3?
と

さ
考
委
ヨm
Z匂血
肉0・
U
\
ω
、同行
\
Z目
出
。
z
。
。
\同
日)
〉戸
\
ぢ白
==
5-)
に
お

い
て
開
発
さ
れ
た
計
算
機
用
日
本
語
基
本
動
詞
辞
書
(附
語)
・

形
容
詞
辞
書

(
附
語)
・

名
調
辞
書(蹴
語)
で
あ
る 。
い
ず
れ
も
フロ
ッ
ピ
ー

版 、
F
T
P
版

が
あ
る 。
F
T
P
版
と
い
う
の
は 、
イ
ン
タ
ー

ネッ
ト

で
ダ
ウ
ン
ロ
1
ド
で
き

る
と
い
う
こ
と
で 、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

時
代
を
感
じ

る 。
I
P
A
L
辞
書
は 、
小
規
模
な
が
ら 、
個
々
の
語の
情
報
量
が
多い 。
今

期 、
「
計
算
機
用
日
本
語
基
本
名
詞
辞
書
I
P
A
L
a
g一n
Z
2
2)

||解説編

||」
(
平8・
3) 、

『
計
算
機
用
日
本
語
基
本
名
詞
辞
書
I
P
A
L
a
aw

zo巳
E)
||辞書

編|」
(
平8・
3) 、

『
計
算
機
用
日
本
語
基
本
名
詞
辞
書
I

P
A
L
a
g-n
Z0
5凹)
||抜粋

版|』
(
平
9・
3) 、

「
ソ
フ
ト
ウェ
ア
文
書

の
た
め
の
日
本
語
処
理
の
研
究
U
l--PAL統合化に向付て
|ー」(

平9・
3)

の
四
冊
を
刊
行
し
て 、
一
応
の
活
動
を
終
え
た 。

辞
書
に
つ
い
て
は 、
今
期
特
筆
すべ
き
こ
と
と
し
て 、
池
原
悟・
宮
崎
正
弘

.
白
井
諭・
横
尾
昭
男・
中
岩
浩
巳・
小
倉
健
太
郎・
大
山
芳
史・
林
良
彦

『
日
本
語
語
葉
大
系」
(
全
5
巻 、
岩
波
書
底 、
平9)
の
刊
行
が
あ
る
(
支
晋\\

老若者-一宅
自由
円Enc-弓\
旬。。穴ω\CC\印\c
s
g
ち-
ZB}) 。
こ
の
辞
書
に
つ

い
て
は 、
池
原
信・
宮
崎
正
弘・
白
井
諭・
横
尾
昭
男
「シ
ソ
ー

ラ
ス
で
調べ

る
11『日本語語葉大系」

の概要と用法
||」(『

日
本
語
学」
日中ロ 、
特
集
こ
と
ば

を
調べ
る 、
平9-
U)
に
紹
介が
あ
る 。
長
尾
真
編
著
『
岩
波
講
座
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
科
学
日
自
然
言
語
処
理」
(
岩
波
書
庫 、
平8・
4)
の
第
6
章
辞
書
と

コ
ー

パ
ス
の
項
に 、「
意
味
素
体
辞
書
と
し
て
は
N
T
T
の
日
英
機
械
翻
訳シ
ス

テ
ム
の
辞
書
が
もっ
と
も
精
密
な
も
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い」(
p叩)
と
あ
る 、
ま
さ
に
そ
の
辞
書
を
人
間
用
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る 。

一
九
九
七
年
夏
に
行
わ
れ
た
第
5
回
国
立
国
語
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
言
語
研
究
と
世
界
の
シ
ソ
ー

ラ
ス」
の
際
に
も 、
関
連
の
発
表
が
あっ
た 。

シ
ソ
ー

ラ
ス
の
代
表
格
で
あ
る 、
国
立
国
語
研
究
所(23q\\
若者宅-ror­

Zコ岡0
5\)
の『
分
類
語
業
表」
の
増
補に
つ
い
て 、
そ
の
中
間
報
告 、
中
野

洋「「
分
類
語
業
表」
形
式に
よ
る
語
集
分
類
表(
増
補
版)」
(
科研
費
新プロ
報

告 、
平8・
3)

が
出
さ
れ 、
「
計
量
国
語
学」
加1
6
(
平8・9)
に
ノ
1
ト
と

し
て 、
宮
島
達
夫・
中
野
洋「『
分
類
語
集
表」
の
増
補に
つ
い
て」
と
い
う
記

事
が
載っ
た 。

語
の
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
で
は 、
国
立
国
語
研
究
所
『
国
立
国
語
研
究
所
言

語
処
理
デ
ー

タ
集7
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字
全
語
業・
表
記
F
D

版」
(三
省
堂 、
平9・
9) 、
国
立
国
語
研
究
所『
固
定
読
本
総
覧
C
Dt
R
O

M
版」
(三
省
堂 、
平9-
U)
が 、
特
筆
すべ
き
も
の
で
あ
る 。
前
者
は 、
一
九

五
六
年
の
雑
誌
九
十
種
の
用
語・
用
字
に
つ
い
て
国
立
国
語
研
究
所
が
調
査
し

た
結
果
の一
部
を 、
電
子
媒
体に
の
せ
た
も
の
で
あ
る 。
後
者
は 、
明
治
三
十

七
年
四
月
か
ら
昭
和二
十
四
年三
月
ま
で
の
聞に
使
用
さ
れ
た
文
部
省
著
作
の

小
学
校
用
国
語
教
科
書
六
種
に
つ
い
て 、
用
例
K
W
I
C 、
器開
業
表 、
固
定
読

本
本
文 、
用
例
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
検
索プ
ロ
グ
ラ
ム
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る 。

一
で
述べ
た
よ
う
に 、
文
章・
談
話
の
デ
l

タ
に
つ
い
て 、
言
語
情
報
処
理
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の
分
野
で
は
「コ
ーパ

ス」
と
い
う
こ
と
ば
が
定
着
し
て
き
て
い
る 。
伊
藤
雅

光「
数
理
的
研
究」
(
平6・
6)
に 、
「コ
ー

パ
ス」
よ
り「
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ

ベ
ー

ス」
と
い
う
術
語
の
方
が
定
着
し
て
い
る
こ
と 、
コ
ー

パ
ス
自
体
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
(
あっ
て
も公
開
さ
れ
て
い
な
い
こ
と)

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が 、

近
年 、
少
し
ずつ 、
様
子
が
変
わっ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
前
述
「
岩
波

講
座
ソ
フ
ト
ウェ
ア
科
学
日
自
然
言
語
処
理」
に
よ
る
と 、
コ
ー

パ
ス
に
は

テ
キ
ス
トコ
ー

パ
ス
と
音
声コ
ー

パ
ス
の
二
種
類
が
あ
り 、「コ
ーパ

ス
と
し
て

の
重
要
性
は 、
単
に
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
1

タ
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
な
く 、
そ
こ

に
ど
れ
だ
け
の
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
移
行
し
て
き
た」
と

し
て
い
る 。
現
在
利
用
可
能
な
も
の
に
は 、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る 。

-
E
D
R
コ
ー

パ
ス
(
前
述E
D
R
辞
書の
付
録)

-
R
W
C
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス
(
新
情
報
処
理
開
発
機
構R
W
C
P
で
開
発

さ
れ
た
も
の

2
3
明
\\
若
者
宅・『
者門
司
b
ご
匂
\
者凹
者
間
\
『
毛
色
σ
\
Z
H
之

今
期
に

刊
行
さ
れた
報
告
書
とし
て
は 、
R
W
C
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

テ
キ
ス

ト
グ
ル
ー

プ
『
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
報
告
書
(
平
成
8
年
度
版)
』
(
平
8
・
2) 、

テ
キ
ス
ト
・

サ
プ
・
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
『
研
究
開
発
周
知
的
資
源

タ
グ
付
き
テ

キ
ス
ト
コ
ー

パ
ス
報
告
書』
(
平
日
・
2))

・

日
本
語
会
話
コ
ー

パ
ス
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
文
部
省
科
学
研
究
費
量
点
領

域
研
究「
人
文
科
学と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ」)
の
日
本
語
会
話コ
ーパ

ス(
平7・
7か

ら
平
8
・
7
に
収
録
し
た
デ
l

タ
Z
G一
\\no
弓
5
P・
R-Z\
上
村
隆一

「
デ
ー

タベ
ー

ス
で
調べ
る」
(『日
本
語
学』
Mtu 、
特
集
こ
と
ば
を
調べ
る 、

平
9
-

U)

に 、

紹
介
が
あ
る)

-
現
代
日
本
語
研
究
会
編(
遠
藤
織
枝
他)
「
女
性
の
こ
と
ば・
職
場
編』
(
C
D

R
O
M
付 、

ひ
つ
じ
書
房 、

平
9
-

U)

そ
の
他 、
A
T
R
対
話
デ
ー

タベ
ー

ス 、
日
本
経
済
新
聞
C
Dl
R
O
M
版 、

数理的研究

毎
日
新
聞
全
文
記
事
C
Dl
R
O
M
な
ど
が
存
在
す
る 。
情
報
処
理
学
会「
自
然

言
語
資
源
の
共
有
化
研
究
グ
ル
ー

プ」(
委
員
|松

本
裕
治 、
徳
永
健
伸 、
田
中
裕

一 、
佐
野
洋)
の
調
査
報
告
と
し
て 、
Z
G一\\
2
2
5・包印門1
E
E
R・
5\
Eσ

\吋巾凹OE円円巾\
2
8
ミ
2・
zg一
に
詳
し
い
情
報
が
載っ
て
い
る 。
ま
た 、
国
語

学
会
で
も
利
用
者
が
多い
デ
l

タ
に 、
今
期
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が 、

『
C
D1
R
O
M
版
新
潮
文
庫
の
削
冊』
(
新
潮
社 、
平7・
ロ)
が
あ
る 。

コ
ーパ

ス
言
語
学
の
教
科
書
と
し
て 、
叶
冨ロ明
日
号
除
〉・
宅一一印
g

z
n
o
コu
cm
F
E
m
c一
回門
Rm ・-

(
何
門出
口
σ
ロ「
問
『戸
、『四
阿片
σ
o
o
r日
吉
明
ヨ
ヨ
コ円
白一

ピ
コ
同
Z
54

z
a-
聞い門出コσロ『岡町
CE
s
s
q
同M58
%)
が
刊
行
さ
れ
た 。
コ
ーパ

ス
と
は
何

か 、
コ
ーパ

ス
を
い
か
に
構
築
す
る
か 、
コ
ーパ

ス
で
何
が
で
き
る
か 、
が
わ

か
り
や
す
く

説
明さ
れ
て
い
る(
林
知
己
夫
の
数
量
化
理
論m
類を
使っ
た
研
究
も

紹
介
さ
れ
て
い
る)

。

森
信
介・
長
尾
真「
タ
グ
付
きコ
ーパ

ス
か
ら
の
統
語
規
則
の
獲
得」(『
情
報

処
理
学
会
論
文
誌」

幻
'
9、

平
8・
9) 、

北
村
美
穂
子
・

松
本
裕
治
「
対
訳
コ
ー

パ
ス
を
利
用
し
た
翻
訳
規
則
の
自
動
獲
得」
(『
情
報
処
理
学
会
論
文
誌』
幻16 、

平8・6) 、
福
本
文
代・
辻
井
潤一
「コ
ーパ

ス
に
基
づ
く
動
詞
の
多
義
解
消」

(『
自
然
言
語
処
理』

4』
2 、

平
9
・
4)
な
ど 、
コ
ーパ

ス
を
利
用
し
た
研
究が

多い 。前
述
「
岩
波
講
座
ソ
フ
ト
ウェ
ア
科
学
日
自
然
言
語
処
理』
に
よ
る
と 、

「
自
然
言
語
処
理
は 、
人
聞
に
よ
る
言
語
知
識
の
記
述 、
そ
れ
を
用い
たコ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
実
際
の
自
然
言
語
処
理 、
シ
ス
テ
ム
の
処
理
結
果
の

評
価 、
と
い
う
三
つ
の
段
階か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
る 。
現
在 、
コ
ーパ

ス
は

そ
の
すべ
て
の
段
階
で
利
用
さ
れ
て
い
る」(
pm) 。
し
か
し 、
こ
の
ど
の
段
階

に
お
い
て
も 、
既
存
の 、
新
聞
な
り
小
説
な
り
を
大
量
に
集
め
た
だ
け
の
コ
ー

パ
ス
で
は
不
十
分
で
あ
る 、
と
い
う
意
見
が
あ
る 。
水
谷
静
夫
「
文
法
意
味
論
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ベ
ン
チマ
ー
ク」
(『東京大学国語研究室創設百周年記念
国
語研
究
論
集』
平m-
2)

は 、
特
に 、
第三
の
段
階(シ
ス
テム
の
処
理
結
果の
評
価)
の
た
め
に
提
示
さ
れ

た
例
文
集(と
そ
の
解
説)
で
あ
る 。
厳
選
さ
れ
た
η
の
例
文(
すべ
て
実
例)
の

中
に 、
文
法
意
味
論
上
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

が
詰
まっ
て
い
る 。
言
語
デ
!

タ

に
つ
い
て
の
論
考
に
は 、
荻
野
綱
男
「
言霊同
デ
l

タ
と
し
て
の
話
者
の
内
省・

新
聞
C
Dt
R
O
M-
国
語
辞
典
の
性
質
|lサ変動詞の認定をめぐって
||」(「

計

量
国
語
学』
mt6 、
平8・
9)
の
よ
う
な
も
の
も
あっ
て 、
言
語
デ
l

タ
の
性

質
の
違い
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る 。
笹
原
宏
之・
横
山
詔一
・

野
崎
浩
成・
米
田

純
子
「「
朝
日
新
聞』
の
C
Dl
R
O
M
と
紙
面
に
お
げ
る
幽
霊
文
字
と
辞
書
非

掲
載
字
||「」-mHOSE」

の漢字を中心に
||」(『

計量
国
語
学』
幻}4 、
平m・

3)
は 、
同
じ
新
聞
で
も 、
C
D
R
O
M
と
紙
面
で
は
異
な
る
こ
と
を 、
文
字

一ア
l

タ
と
し
て
の
観
点か
ら
指
摘
し
て
い
る 。

四

文
字・
表
記
と
コ
l
ド

前
掲
笹
原
氏
他
の
論
文
は 、
文
字デ
ー

タ
と
し
て 、
機
械
可
読
な
デ
ー

タ
と

紙
の
上
の
デ
l

タ
と
の
違い
を
述べ
た
も
の
で
あ
る
が 、
今 、
コ
ン
ピュ
ー

タ

で
日
本
語
を
扱
う
た
め
の
コ
l
ド
(
符
号
化)
の
問
題
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る 。

前
回
の
本
誌
展
望
二
九
九
四
|一

九
九
五
年
分)
で 、
豊
島
正
之
氏
が
符
号
化
に

つ
い
て
詳
し
く

述べ 、
cznc
母
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る 。
口口一円。己巾
は 、

世
界
中
の
文
字
を一
つ
の
体
系
の
中
で
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
和
田

英一
「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
エ
ッ
セ
イ
CEno
号一
は
好
き
で
す
か
?」(『
情
報

処
理
学会
誌」
犯』4 、
平日・
4)
は 、
Cコ一円。
号
を
き
び
し
く

批
判
し
て
い
る

が 、
既
に
巧一
EogmZ、円
や
E
S
の
O
S
の
中
に
採
用
さ
れ
る
な
ど 、
既
成

事
実
化
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る 。
今
後 、
我
々
が
異
体
字
の
扱い
を
ど
う

し
て
い
く
の
か 、
中
国
語・
韓
国
語
も
含
め
た
世
界
の
漢
字を
ど
う
捉
え
て
い

く
の
か
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る 。
斎
藤
秀
紀
「
漢
字の
属
性
情
報
に
対
す
る
符

号
化
法
の
提
案」
(「
計量
国
語
学』
n'4 、
平日・
3)
は 、
著
者
ら
が
開
発
し

て
い
る
四バ
イ
ト
コ
l
ド
の
体
系
を
も
と
に 、「
属
性
情
報
を
漢
字デ
ー

タベ
ー

ス
で
統一
的
に
規
定・
管
理
し 、
こ
れ
を
基
に
属
性
情
報
を
形
式
的
に
符
号
化

す
る
方
法
を
提
案」
し
て
い
る 。
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五

情
報
検
索・
情
報
抽
出

機
械
可
読
な
辞
書・
コ
ーパ

ス
か
ら 、
い
か
に
情
報
を
検
索・
抽
出
す
る
か

は 、
テ
キ
ス
ト

の
構
造
化
な
ど 、
辞
書・
コ
ーパ

ス
の
構
築
の
段
階
か
ら
関
わ

る
問
題
で
あ
る 。
ま
た 、
昨
今
の
イ
ン
タ
ー

ネッ
ト

の
普
及
に
伴っ
て 、
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

か
ら
の
情
報
の
抽
出
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
テ
l

マ
で
あ
る 。
サ

ー
チ
エ
ン
ジ
ン 、
メ
タ
デ
ー

タ
(
書
誌
情
報) 、
文
書
要
約
な
どへ
の
関
心
が
高

まっ
て
い
る 。
伊
藤
雅
光「マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
穴
巧
円
電
子
文
献
学」
(『
言
語」

9'9 、
特
集
パ
ソコ
ン
の
言
語
学
機
械と
の
対
話 、
平8・
9)
や
岡
島
昭
浩

「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

で
調べ
る」(『日
本
語
学」
M
U 、
特集
こ
と
ば
を
調べ
る 、

平9・
U)
な
ど
が
参
考
に
な
る 。

占.
，、

対
話・
談
話

話し
こ
と
ば・
音
声
言
語の
研
究
が 、
少
し
前か
ら
さ
か
ん
に
なっ
て
き
て

い
る 。
平
成
五
年
度か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
の
三
年
間に
わ
たっ
て
実
施
さ
れ

た
「
音
声・
言
語・
概
念
の
統
合
的
処
理
に
よ
る
対
話
の
理
解
と
生
成
に
関
す

る
研
究」
(
略
称「
音
声
対
話」)
の
成
果を
も
と
に
し
て 、
新
た
に一
般
向
け
の

学
術
図
書
と
し
て
再
傍
成
し
た 、
堂
下
修
司・
新
美
康
永・
白
井
克
彦・
田
中

穂
積・
溝
口
理一
郎
共
編
『
音古戸
に
よ
る
人
間
と
機
械
の
対
話』
(オ
lム

社 、

平叩・
2)
が
出
版
さ
れ
た 。
様
々
な
分
野
の
研
究
者が 、
音
声
対
話と
い
う
同



じ
対
象
に
対
し
て 、
様
々
な
角
度
か
ら
記
述
し
て
い
る 。

七

そ
の
他

大
津
由
紀
雄
・

郡
司
隆
男
・

田
窪
行
則
・

長
尾
真
・

橋
田
浩一
・

益
岡
隆
志

・
松
本
裕
治
編『
岩
波
講
座
言
語
の
科
学』
(
全
日
巻 、
岩
波
書
庖)
が 、
続
々
と

刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る 。
今
期
中
に
刊
行
さ
れ
た
の
は 、
次
の
六
巻
で
あ
る 。

「
1

言
語
の
科
学
入
門」
(
今
井
邦
彦
・
凹
窪
行
則
・

橋
田
浩一
・

郡
司
隆
男 、
平

9
・
U)単

語
と
辞
書』
(
影
山
太
郎
・

永
田
昌
明
・

驚
藤
洋
典
・

徳
永
鍵
伸 、
平
9
・

数理的研究

『
3U)

 

「
4

意
味』
(
阿
部
泰
明
・
白
井
賢一
郎
・

坂
原
茂
・

松
本
給
治 、
平
日
・
3)

「
5

文
法』
(
仁
田
義
雄
・

益
岡
隆士山
・

郡
司
隆
男・
金
水
敏 、
平
9
・
U)

「
6

生
成
文
法』
(
稲
田
俊
明
・

中
島
平
三
・

外
池
滋
生・
福
井
直
樹 、
平
ω
・
1)

「
9

言
語
情
報
処
理」(
黒
橋
禎
夫
・

佐
藤
理
史
・

池
原
悟
・
中
野
洋 、
平
日
・
2)

今
後 、
次
の
五
巻
が
刊
行
さ
れ
る 。

7u

音
声」
(
前
川
喜
久
雄
・

窪
蘭
晴
夫
・

本
多
清
志
・
白
井
克
彦
・
中
川
聖
二

「
7

談
話
と
文
脈」
(
西
山
佑
司
・

三
藤
待
・

亀
山
恵
・

片
桐
恭
弘)

『
8

言
語
の
数
理」
(
中
川
裕
志
・

松
本
裕
治
・

橋
田
浩一
・

τ
g
∞白丹市
ヨ白ロ)

『
叩

言
語
の
獲
得
と
喪
失」
(
大
津
由
紀
雄
・

今
西
典
子
・
Jヘ0
8『
の
3ιN
E∞
ご

.
錦
見
美
貴
子)

「
日

言
語
科
学
と
関
連
領
域」
(
西
光
義
弘
・

乾
敏
郎
・

坂
本
勉
・

岡
田
伸
夫)

全
巻
の
前
書
き
に 、
「
現
時
点
に
お
い
て
考
え
う
る
限
り
最
良
の
執
筆
障
を

得」 、
「
従
来
の
人
文
学
と
し
て
の
言
語
学
に
何
か
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
点
を

感
じ
て
い
た
理
工
系
志
向
の
読
者
が
言
語
の
科
学
的
研
究
に
興
味
を
示
し 、
そ

の一
方
で 、
今
ま
で
科
学
と
は
縁
が
な
い
と
考
え
て
い
た
人
文
系
志
向
の
読
者

が
言
語
の
研
究
の
科
学
的
側
面
に
関
心
を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る」

と
あ
る 。
言
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
知
る
こ
と
の
で
き
る 、
非
常
に
す
ぐ
れ

た
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る 。

こ
れ
ま
で 、
幾
度
か
引
用
し
て
き
た 、
長
尾
真
編
著
『
岩
波
講
座
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
科
学
日

自
然
言
語
処
理」
は 、
前
記
「
岩
波
講
座
言
語
の
科
学
9

言

語
情
報
処
理」
の
中
で 、
「
自
然
言
語
処
理
の
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
本」
(
仏捌)

と
紹
介
さ
れ
て
い
る 。
岩
波
講
座
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
科
学
全
口
巻
の 、
最
終
巻
と

し
て
刊
行
さ
れ
た 。

文
章
の
計
量
に
関
し
て 、
ア
ン
ソ
ニ
l
・

ケ
ニ
ィ

著 、
吉
岡
健一
訳
『
文
章

の
計
量

||文学研究のための
計量文体学入
門』
(
南
雲
堂 、
平
8・6)
が
出
版
さ
れ

た 。
原
著
は 、
一
九
八
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
収

め
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー

が
つ
い
て
い
る 。
『
計
量
国
語
学」
引1
2
(
平
9
・
9)
に 、

佐
竹
秀
雄
氏
に
よ
る
書
評
が
載
っ
て
い
る 。
書
評
に
あ
る
よ
う
に 、
統
計
的
な

知
識
を
き
ち
ん
と
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る 。
原
著
に
は
な
い 、
付
録
「
計
量
文
体
学
の
展
望」
が
役
に
立
ち

そ
う
で
あ
る 。

社
会
言
語
学
の
分
野
で 、
真
田
信
治 、
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
編
『
社
会
言
語

学
園
集」
(
秋
山
書
底 、
平
9・5)
が
出
版
さ
れ
た 。
い
わ
ば 、
社
会
言
語
学
版

の
『
図
説
日
本
語」
と
言
う
べ
き
も
の
で 、
社
会
言
語
学
の
各
領
域
に
お
け
る

ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に 、
そ
れ
ぞ
れ
の
裏
付
け
と
な
っ
た
代
表
的
な
デ
l

タ
を
選
択

し 、
そ
れ
を
図
表
の
形
で
掲
げ 、
和
文
と
英
文
で
簡
略
な
解
説
を
付
し
た
も
の

で
あ
る 。
殆
ど
が
見
聞
き
で一
件 。
約
九
十
件
の
事
例
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て 、

便
利
で
あ
る 。
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わ
り
に
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分
野
別
分
布
の
表
と 、
辞
書
・
コ
ー

パ
ス
の
項
目
に
紙
幅
を
割
き
す
ぎ 、
大

変
か
た
よ
り
の
あ
る
展
望
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 。
個
々
の
論
文
に
は
殆
ど
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た 。
こ
の
分
野
は 、
理
工
系
の
論
文
の
数
が 、
相
当
数

に
上
る 。
ま
た 、
学
際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
分
野
で
も
あ
る 。
『
岩
波
講

座
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
科
学
日

自
然
言
語
処
理」
や
『
岩
波
講
座
言
語
の
科
学」

が
出
版
さ
れ
て 、
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
は 、
文
系
の
研
究
者
と
し

て 、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る 。||東

京
女
子
大
学
文
理
学
部
助
教
授

||。


